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陸奥湾内のホタテガイ採苗事業は年々技術改良がをされ､その効果は次第に現れてきた｡昨年度は付着

着器として､は じめてネ トロンネット (通称タマネギ袋)が多く取 b入れ られたのが良い例である｡本

年度も昨年度に引き続きネ トロンネットの効果確認等も併せて湾内4地先に採苗器を設置し地域別の採

膏 通観､適層把握のための調査を行なった｡

調 査 方 法

○採苗器設置場所および方法､時期

採苗器設置場所 施設の型 規 模 設置級数 設置水深 設置 (垂
下)月日1回

目 2回甲下 北 郡 川 内 町 地 先 垂 下 式 loon 1 ケ 統 26m

4月25日 5月 7日む つ 市 大 湊 地 先 〟 〟
〟 21 4月22日 5月 5日上 北 郡 野 辺 地 町地 先

〟 〟 ′′ 21 4月24日 5月 6日東津軽郡平内町土屋地

先 〟 〟 〟 26 4月25日 5月 8日o 付着器の種類平内町土屋地先では毎年使われ

てきた杉の葉 (Ike-1.4Kg)と-イゼックスフイルム (3珊×0.15m)のそれぞれ裸とネ トロンネットを被せた ものの 4種類､その他の 3地先では杉の葉の裸

とネ トロンネットを被せたものの2種類を使用した｡o 付着稚月の測定方法各地先の採苗器から付

着器の種類別に任意の l連を選び､それぞれ 5mおきに付着器を採取し稚月の付着数を計数 した｡計数

整理に当っては杉の葉 1本当りの全重量をlKg当りに換算した｡また-イゼックスフイルムは 3mX O.

15m当りに換算した.杉の葉､-イゼックスフイルムともネ トロンネッ ト使用のものはネットの内側に付着した稚月をより分ける

ことができなかったので､それぞれの付着器に付着 したものとして計数した｡

夜かネ トロンネットの付着量については別に外側と中側の付着量を計数 した.このほか各漁業協同組合で設置した採苗器の調査は水深別 (上 ･中 ･下層) に3層に分けて採取 して

付着量の平均値をとり付着器 l

Kg当 りに換算した｡調査結果および考察o付着時期お よび不j薄層浮遊幼生調査および付着調査の結果からみて､本年度の付着時期は昨年度とほぼ同時期で4
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ら始まって 4月下旬に盛期 と浸 り5月中旬まで続いたもの と思われる.

付着層にっいては昨年度は傾 器の種類に関係が浸く殆んど中層､下層､上層の版の付着成績であっ

たが､本年度の調査結果 では第 1表のとおり調査対象の 4地先 とも､それぞれ異った付着層を示した.

o 付着器の種翻 りによる付着量

太年度は付着器 として昨年度と同じく杉の葉および-イゼックスフイルムと､これ らの付着器にネ ト

ロンネッ トを被せて稚月の脱落 の比較試験をした.その結果は第 1表のとを少で付着器別に稚月の付着量

をみると昨年度は杉の葉および-イゼックスフイルムの袋かけのものが良かったが､今年は 4地先とも

杉の棄裸がよく-イゼックスおよび杉の東D袋かけが悪 く昨年度とは違った結果であった.

夜お付着状況を地先別にみると陸奥東湾ゴ蛤βでは川内湾寄 りが大湊湾より付着量が多く､南吾陀)野辺

地湾では平内地先が良く野辺地地先が特に付着量が悪かった｡

陸奥西湾では津軽半島寄 りが悪く､東側の夏泊半島沿岸が良く､特に土屋地先から浦田地先までは杉

の菜袋入 り1個当り (平均 1,28Og)平均 5,4OO個と良い付着量であった0

第 l表 ホ- ガイ稚月の水深月肘 着状況 (警 菅 .i警 空イルム3m当 り)

地先 設置月日 調査月日 水深 付宕器の種穀 採 集 水 深 (m)5 lo 15

20 25 平 均川内 4.25 7,1 m26 細 葉芸 275 1,886 5

,055 10,160 4,596122

959 1,8〔冶 2,090 1,2405.7 ･

芸 107 246 1,905 2,025 1,071185 429 457 1,652 681

大漢 4.22 7.2 21 ･ 芸 2,1

79 955 972 1,561
1,550 659 99

0 1,0605.5 〝 裸 21 41 50 51
袋 18 29 58 29

野逮地 4.24 7.1 21 ･ 芸 177

552 645 0 291

545 1,112 225 92 4995.6 〝 裸 205 255 845 0
525袋 218 562 200 25 251

土屋 4.25 7.5 26 ･ 芸 2,504 2,758 4,990 5

,545 12,450 5,5402,091

2,060 1,982 2,164 1,775 2,0145.8 ･ : 1
,758 5,144 5,288 4,527 4,671 5,478

457 605 1,050 744 1,248 8124.25 HZ 裸 2,585 4,164 5,448 5,215 6
,612 4,025フイルム袋 251 2,560 1,526 2,.5

92 1,074 1,5495.8 裸〝 袋 567 1,555 1,970 2,218 2,554 1,682450 457 1,105 6

69 1,521 792付着器として使用 した もののうち杉の葉について裸の

ものとネ トロンネットを被せたものについて稚月採取適期に近い 7月5日と7月24日の 2回に分けて稚月

の付着量を調査 した.その結果は第 2表のとお りで付着稚月が小さい時



わ､今後は付着器として

ネトロンネットを使用す

ることにより採苗効果を

あげることができるもの

と思われる｡

o ネトロンネットの付着量

付着稚月の脱落を防止

するためネ トロンネット

を使用 した効果について

は前述のとお りであるが､

稚見脱落防止のほかに付

第 2表 付着器の杉の葉 (裸) とネ トロン ネッ ト外側の脱落量

也 付着器の 採集 付 着 器 付 着 量 (A)

- (B)先 設置月日 水深 の 種 葬 第 1回調査(心7月 5日 第2回調査(l3

)7月 24日 増 減土屋 4.25 7托15 杉の葉裸

4,990 555 -4,457〟袋かけ 1,982 2,459 + 4

77袋の外側 872 229 6415. 8 15 杉の葉裸 5,288 477

-2,811

〟袋かけ 1,050 1,011 19袋の外側 240着器 とし

ても二次的効果があるo即ち第3表のとお り杉の葉にネットを被せた ものの うち杉の葉だけの付着量は 2,078個であり､ネットの内側に付着 した稚且が 933個で､これが杉の

葉の付着量に加算されるのでネッ ト内の全体付着量が約30多強増加 されるわけである

.第 3表 杉の葉 とネ トロンネットの付着量の比較 (土屋地先 43.7.6

)杉 の 葉 lKg

(ネトロンネットを被せた もの)

ネ トロンネット

内 側 外 側 計価 値 価 個2,078 955 870 1,805 o

付着稚月の大きさ各地先の付着器別の雅兄の大き

さは第4表のとおりで昨年度に比べて大差はをいが

地先月舵 みると陸奥西湾の土屋地先

が陸奥東湾の3地先よりかな り大きく在っているが､これは陸奥湾への流入水による水

温差がその主を要因と思われる｡第4表 付着稚月の穀長別付着量 (杉の葉 lKg当 D､H乙フイノー'̂

3m当b)地 先 設 置 月 日 調査月日 付着器の種類 姦 長 (nm)2 以 下

2 - 5 5 - 10 lor以 上川内 4.25

7. 1 杉 の 葉 芸 1,705256 2,658879 5512

55. 7 ･ 芸 55595 72

6男7 101大湊 4.22 7. 2 ･ 芸 60114
756646 5654005. 5 ･ 窒

1516 1615 00野逮也 4.24 7. 1 ･ 芸 . 7
545 184292 541625. 6 ･ 芸 2101

50 115107 00土屋 4.24 7. 5 ･ 芸

754508 2,8941,276 1,912429

′′ HZア
イノ-憲

75



o 付着器の部分採取と全量採取との比較調査

採苗器の付着量調査の方法は水深別に名層の付着器を全層全量採取して計数するのが理想 と思われるo

各漁業協同組合で設置 した採苗器の付着調査に当っては付着器の垂下間隔を上層､中層､下層の3層か

ら無作為に付着器の 5分の 1夜hLIo分の 1を採取 して計数後付着器 (杉の葉) lKg当りに換算して

いるが､この数値 と付着器 1個の全量数値 との差について､比較調査した｡その結果は第 5表のとお り

であった｡

第 5表 付着器の部分採取と全量採取量の比較

地先 設置月日 調査月日 採取水深 付着器の種寿 採 取 内 容 穀 長 (御 )2 > 2-5

5- lo 合 計土屋 4.25 7.5 m10 杉の葉(裸) 一部採取 158g

21 126 250 577lKg換 算

152 916 1,670 2,758全量採取12245' 104 1,071 2,555 5,510

lKg換 算 84 875 1,908 2,867

15 杉の葉(潔) -部採取 152g 44 264

455 745lKg換 算 290 1,757 2,

865 4,890全量採取992g 117 1,516 5,189

4,622lKg換 算 118 1,527 5,215 4,660

o 各漁業協同組合の採取状況第 6表は各漁業協同組合の採苗状況 を示したものである｡ この表でみられる よう

に､今年度は約48,43O万個の採苗が可能 と推定され逐年採苗成続が向上 している.これは採苗事業を実施するにあ

た り採苗器施設規模の増加と併せて∴ 個人経営が

増加 した こ とに より採苗技術向上のための努力がをされた結果と思われる｡o ホクテ

ガイ浮遊幼生の出現量 と付着稚月の変動陸奥湾のホクテガイ浮遊幼生の出現量 と付着

稚月の年変動は第 7表のとおりである.この表 からも推察できるとおり浮遊幼生 と付着稚月の量的を相

関関係づけは難しい.ただ昭和 4 1年度から付着量の



第 6表 昭和 45年度 ホクテガイ附着稚見調査結果表

-

偲

べ

-

項目組合名経 営 別 設置月日 設置水深 設置統数 幹綱せTD水深 採 苗器 の総全長 附着器の総数(杉草葉)調 査月日 附着券似 1一国当り畔 附着器 1個当 りの殻長別附着量 (平均) 附着稚月の殻長別､総計 中間育成が
.来ると思われる稚月2% 2-55-10 loフVm

2% 2-5 ･5- 10 lo艶均重量 p以下 ‰ 斑

. 以上 .以下 % % 以上 の_.紘 _数野田今津 個 人 5.10 m25 帆 m m 個 ~ 7.4 g 個 個 固 個 二㌔ 万 質 万骨 万個

1 80 :60 1.480 40 502 112 0' 18.管 1.5船 岡 グ ル

ーブ 5 1,000 1,750 〟 847 55 67 295 7 5.8 ll.7 51.5 1.2 55.5蟹 田 町 組 合グル ープ 4.28 20～26 16 10 4,800 9,600 ′′ p1.440 25 757 1,110 0 22 726

J1,065 0 1,521蟹 田 町栄 - グル ー ブ 4.27 25.5 6 7.5 600 5,600 ′′ 1.∞5 62

926 1,299 7 22 555 1467 2 589蓬 田 村 組 合個 人 4.26- 2927～50 12 1,200 8,250 ′′

970 28 555 470 5 25 555 470 5 499後潟新生 〟′′ 4.23- 5.420～58 101 520,100 42,000 ′′
1,205 54 710 175 0 145.2,982 7

27 0 2,145奥 内 グル ープ個 人 4.■15- 5.527～55 20512～25 10,250 70,600 ′′ 1.754 56 551 154 0595 5,748 ･946 02,725池 川 個 人 20 40 10 2,800 4,000 〟沖 舘道 道原 別野 内久 栗 坂西 浜茂 浦西 平 内寡 グル ー プ個 人′′組 合個 人個 人〟〟〟 4.54.25- 274.284.19- 284.21- 254.25- 254.204.16- 50 1722245025～26505555～40 542244507588 510121510126.615 2405552402,4005205,000ll,25]匡 200 6001,8401.2008,1501,51216,8505],72552,800 7.57.4〟′′′′〟〟7.5 899･1,2271,9001,9201.2479471,4401.475 5546525010070617505205 2592,15]1.4861,8901,4812,7704,2154,67 15557084545



～
2

8
-

項目組合名経 営 別 設置月日 設置水深 設置統数 幹綱までの水深 採 苗器 の総全長 附着器の総数(杉草葉) 調査月日 附着券幽 1個当り呼 附 着器 1個当 りの穀長 別附着量 (平均) 附着稚月の穀長別､総計 中間育成が
出来ると思われる椎見2究 2-5 5-10 lo劣

2% 2-5 5-10 lo艶掬重量 以下

% % 以上 以下 % % 以上 の 総 数東 田 沢 個 人 4.25 m 疏 m n 個 7.5 g 個 個 個 0 顔 刀 _2研 珊 98%個

55 ll 15 2,200 9,240 860 140 1,727 227 1.59小 湊 ′′ 4.27 26 8 7 800 5,200 7.2 790 517 2,796 885 0165 1.455 459 0 1.149

東 千 内 個 人 4.2515～22 5 5 500 2,000 7.1 1,580 225 1.590 217 045 278 454 0
528野辺地町 組合 ､グ′-フ＼個人 4.25- 2712～18 15 1.5 1.000 5,150 ′′

1.547 82 545 450 0 42 280 221 0 558横 浜 町 組 合個 人 5.5- 7 21 2 1.

5 140 1.675 7.2 1,540 24 124 6 0 4 21 1 0 llむ つ 市 ′′ 4.22- 5.516～21 5 5 5

50 5,500 ′′ 1,150 25 555 555 0 8 187 194 0 269川 内 町 組 合 4.諮 18～20 21 5 1,525 4,914 7.1 1,727 65 715 527 0 51 550 259

0 408合 計 685 78,528 504,996 28,5245,56850,40

012,178 195,84865,62817,768 8.0 48,450平 均 1,287155.11,581.8 555.5 0.9 (総計) 89,2

51万個(備考) 1) 中間育成が 出来 ると思われ る椎貝数量の算出は総計の うち､ 2m/m以 Fのものを除いて (2- 5% × 5

0啄)+(5- 10ymX90%)+(107m以上 × 100虜) の値で



第 7表 陸奥湾内のホクテガイ浮遊幼生の出現量と付着稚月の年変動

年 度 浮 遊 幼 生 付 着 稚

月個体数/m3 出現時期 場所､採集方法 平均附着量 測 定 法

最 大 付 着 量1952 2,752 4.28 大湊三〇言竃 窟 ヽ 個5.6 ## 50m

当 りの付着量 池川 71453 755 4.28 〝 〝 12.754 1.776 5.8 大湊 ウインク㌍ン

プ川内各層2OL採フ 15.5 久栗坂 72555 1,400 5.中旬 〝 〝 12.2

〝 10956 5,800 5.10 大湊 〝

7.8 川内 4857 4,600 5.7 川内 〝 15.8 〝 49

458 200 5.上旬 〝 ネット 108.8 杉

の葉 50m当 り付着量 後潟 55559 1.500 5.8 ′′

〝 226.9 野 内 2,55760 174 4.16 〝 〝

161.2 杉の葉 lKg当 り付着量 〝 271･ 61 1.

112 4.12 野辺地 〝 4,810.8 横

浜 6,61862 550 4.12 川内ウイyグポンプ

180.4 浦田 55-863 500

4.ll 土屋 〝 75.5 奥内 50064 1,

400 4.15 大湊 〝 609.9 〝 2,11965

594 4.15 〝 〝 95.6 〝 17466 1,810




